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博士。ブルックヘブン米国立研究所（ニューヨーク州）、東北金属工業株式会社中央研究

所、東京都立工科短期大学助教授を経て、1980年よりフリーの活動家・研究者として、さ

まざまな平和、軍縮、民主化、人権問題に取り組む。  

 1969 年、「人間としての科学技術者」を問う同人誌「ぷろじぇ」を創刊、科学技術者の

社会的関与に関して発言を始める。1972 年、自宅のすぐ前にあった米陸軍相模補給廠から

ベトナム戦場への戦車搬送に抗議して、「ただの市民が戦車を止める会」を友人らと結成、

毎日デモ、数千人の市民の座り込み、2 年間に及ぶ徹夜の基地監視活動などに中心となって
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動に精力的に関与する。1983 年、ヨーロッパの反核運動の高揚のなかで、核巡航ミサイル・

トマホークの配備に反対する日本の市民運動のネットワーク「トマホークの配備を許す
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の誕生とともに『核兵器・核実験モニター』（月 2 回発行）を発行し、国際的な核兵器廃

絶運動と日本の運動の橋渡しに努めた。 

 1996 年以降、「東北アジア非核兵器地帯」のスリー・プラス・スリー構想を提案、その
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核兵器地帯設立を目指す国際的な専門家会議「北東アジアの平和と安全保障のためのパネ
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の科学技術」、「ウラルの核惨事」（以上、技術と人間）、「隠された核事故」（創史社）、「空
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